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表Ⅲ「風箏誤」出名対照表
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大学中国文学系 2004 年修士論文第三節参照）。伝奇「十五貫」の素材は、前
半は『無聲戲』第二回 「美男子避惑反生疑」、後半は『醒世恆言』巻三十三
「十五貫戲言成巧禍」にとる（阿部泰記「朱素臣による李漁の小説のドラマ
化」（『山口大学文学会志』38、1987）等を参照。伝奇「風箏誤」に関しては
荘一拂『古典戯曲存目彙考』（上海古籍出版社 、1982）で『春燈謎』や『燕
子箋』との共通性を指摘する。 
（４）『綴白裘』は乾隆 42 年武林鴻文堂刊校訂重鐫本（『善本戯曲叢刊』第五
輯）を使用した。清代中期以降の戯曲撰本の変遷について、根ヶ山徹「清代
における梨園故本の纂輯―『綴白裘』から『遏雲閣曲譜』へ―」（『広島女子
大学国際文化学部紀要』1、1996）、 根ケ山徹「乾隆三十六年版『綴白裘』七
編、八編の上梓とその改訂」（『東方学』98、1999）から啓発を受けた。 
（５）田仲一成「農村祭祀を都市芸能に押し上げるメカニズム」（田仲一成、
小南一郎、斯波義信編『中国近世文芸論』東方書店、2009）では評弾を都市
性・鑑賞性の高い都市文芸に位置づける。明代伝奇作品中に描かれる詞話に
近い叙事体弾詞や乾隆年間の初期代言体弾詞作品の一部が主に宋元の古い南
戯を題材しているのに対し、嘉慶年間の代言体弾詞の多くが才子佳人を採用
しているのも弾詞が都市芸能化した一表象と考えられる。 
（６）角田美和「清蒙古車王府曲本鼓詞『封神演義』について―封神故事の
演変に関する一考察」（『九州中国学会報』36、1998）、後藤裕也「車王府本鼓
詞『三国誌』の挿入説話について」（『関西大学中国文学会紀要』28、2007）
に鼓詞『封神演義』『三国誌』にはめ込み型の挿入話があることを指摘してい
る。講唱芸能の編纂過程については、氷上正「「十五貫」故事の性格―戯曲『双
熊夢』を中心に―」（『法政大学教養部紀要』73、1990）、阿部泰記「鼓詞「竜
図公案」における石玉崑の原本の改作」（『東方学』83、1992）、岡崎由美「清
代小説『繍戈袍全伝』成書考―木魚書『繍戈袍全本』および弾詞『倭袍伝』
との比較から」（『早稲田大学大学院文学研究科紀要』第二分冊 55、2009）等
を参照した。 
（７）注（１）盛志梅前掲書、阿英『小説閒談』（良友出版公司、1936、上海
古籍出版社 、1985）参照。 
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崑腔伝奇から代言体弾詞への変容 
（８）『評弾文化詞典』（漢語大詞典出版社、1996）147 頁参照。陳遇乾は先
に崑劇団の洪福班、集秀班に属しており、後に崑曲の影響が色濃い弾詞三大
流派の一つ「陳調」を創出した。 
（９）根ヶ山徹「子弟書における『牡丹亭還魂記』故事の変容」（『明清戯曲
演劇史論序説』第九章、創文社、2001）では、北京の子弟書が原作の伝奇か
ら改編される過程で、抒情的表現から叙事的表現に変わる傾向があると指摘
されている。 
（１０）呉語の翻訳は、石汝傑、宮田一郎主編『明清呉語詞典』（上海辞書出
版社、2005）を参照した。 
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